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●6年制学科のカリキュラムの特色

　薬学類（６年制）では，健康や医療にかかわる

諸課題の解決に挑戦する多様な「薬（くすり）専

門人」の育成を理念としており，博士（薬学）の

学位と薬剤師資格の両方を持つ「大学教員・研

究者」，薬学の基礎から臨床までを熟知した上

で更にプラスαの専門性を身に付けた「薬学プ

ロ人材」，薬剤師に求められる知識・技能・態度

に加えて俯瞰力・問題解決能力を身に付けた

「主導的薬剤師」を養成するために，工夫された

多彩なカリキュラムを用意している。

　まず，入学後２年間は徹底的に薬学の基礎

知識を固めるとともに，研究マインドを醸成し

ながら，キャリア形成や社会的課題解決に関す

る科目を履修して自らの未来を積極的に設計

する。各分野の実験スキルを身につける基礎

実習は２年次からスタートし，３年次の第２

クォーターには研究室に配属されて６年次ま

で先端的な課題研究に取り組む。並行して，自

分の目指す進路に応じて選択科目を履修し，多

様なキャリアパス科目を選択することができ

る

●病院や薬局の実務実習 特色や取り組み

　病院・薬局実務実習は，北陸地区調整機構の

調整により実施する。

　

●病院実習先・薬局実習先

主な病院・診療所　金沢大学附属病院，石川県

済生会金沢病院等　21カ所

主な保険薬局　アカンサス薬局および金沢市

近郊の薬局等（調整機構により実習先を確保）  

23カ所  

●アドバンスト（臨床）実習

　薬学類学生の目指す３つの将来像「大学教

員・研究者」，「薬学プロ人材」，「主導的薬剤師」

に向かって学生が学習できるように，段階的に，

「医薬保健学基礎」，「薬学研究者入門」，「キャリ

ア形成概論」等の科目を配置して，各職種の必

要性を深く認識した上で，自らの興味と適性に

ついて考え，自らの将来設計を行いながら，将

来に向けての学習が進められるようなカリキュ

ラムを実現している。方向性を定めた後は，「大

学教員・研究者」志向の学生には各専門分野に

合わせたアドバンストの履修モデルが提供さ

れ，「薬学プロ人材」を志向する学生にはプラス

αの専門性の基礎となる他学類の講義・演習科

目を受講可能である。「主導的薬剤師」を目指す

学生には医療系アドバンスト科目群が用意さ

れ，その一つとして，他の医療専門職と連携し

たチーム医療への知見を深める病棟等での

「チーム医療実習」が５，６年次に提供される。

●多職種連携教育の具体的な内容

　将来，医療機関や地域で，多職種が連携・協力

する患者中心のチーム医療に積極的に参画す

るために，４年次の必修科目「多職種連携概論」

において，病院薬剤部長や薬剤師会理事等の外

部講師を招き，実際の事例を豊富に織り交ぜた

講義を行っている。この講義では，薬局，病院，在

宅医療，地域保健等の様々な場面でのチーム医

療における多職種の役割と意義を学ぶ。

　このほか，５，６年次に医療系アドバンスト科

目群の一つとして，さらに専門性や他の医療専

門職と連携したチーム医療への知見を深めな

がら臨床研究の基本を学ぶ病棟等での実習

「チーム医療実習」が用意されている。

　

●多職種連携教育を行う医療施設名

　本学附属病院

●薬剤師国家試験への取り組み

　授業，実務実習の中では，薬剤師に求められ

ている臨床経験や問題解決能力を身につけさ

せることによって，自ら薬剤師国家試験に取り

組める基礎能力を日頃から培うと共に，６年次

には授業時間外に学外講師による補習（集中

講義）や模擬試験などを実施している。

　

●卒業研究について

　３年次の第２クォーターから，全学生が薬学

の多様な専門領域の研究室から一つを選んで

配属され，教員による指導のもと最先端の課題

研究に取り組む。研究の進捗状況を研究室内

のセミナーで発表してプレゼンテーションや

ディスカッションの能力を身につけ，優れた研

究成果が得られれば積極的に学会や研究会等

で発表している。国際的な共同研究も活発に

行われていることから，海外の研究室への留学

や国際学会での発表のチャンスもあり，これら

の活動を通して研究力を身につけながら，大学

院博士課程まで進学して卓越した人材になる

ことを促している。

●4年制の教育目標・育成する人材を教え

てください。　

　　令和３年度に設置した医薬科学類（4年

制）には，「創薬科学コース」と「生命医科学コー

ス」の２つのコースが設置されている。「創薬科

学コース」では医学の基礎的知識も身に付けた

創薬科学研究者，「生命医科学コース」では薬

学の基礎的知識も身に付けた生命医科学研究

者の養成を目指している。大学院博士後期課

程までの進学を視野に入れ，学類では次代の

先進医療や新薬開発等のイノベーションにつ

ながる先端的な医薬科学研究を展開できる研

究基盤力を備えた人材を育成する。

●4年制学科の教育目標とカリキュラムの

特色

　医薬科学類では，「医薬共通の基礎から各

コースの深い専門性へとシームレスに学ぶ機

会を提供する」というカリキュラムポリシーに

沿った全国的にも珍しい独自のカリキュラムが

ある。早い段階から研究マインド・倫理観や国

際性を育み，１年次には医学と薬学にまたがる

専門基礎科目を履修し，医薬双方の基礎知識を

身に付ける。2年次に各コースに分れた後は，

各々の専門性を深化させる階層的な教育プロ

グラムが用意されている。「創薬科学コース」で

は体内の様々な現象・反応や薬の化学的・物理

化学的性質に関わる知識など創薬に必要な多

岐にわたる専門分野を学び，「生命医科学コー

ス」では人体の仕組みや病気のメカニズムなど

医学・生命医科学領域の専門分野を学ぶ。コー

ス選択後も，他方のコースの開講科目も部分的

に履修可能である。３年次の第２クォーターか

らはそれぞれのコースに所属する研究室に配

属され，先端の課題研究に取り組む。両コース

合同の特別演習や課題研究発表会も予定され

ており，互いに切磋琢磨しながら大学院博士前

期・後期課程まで進学することにより，創薬科

学，生命医科学それぞれの分野において，世界

レベルで活躍できる研究者を養成する特色あ

るカリキュラムとなっている。

　

●入試の変更点

　薬学類において、変更点はありません。

　医薬科学類の一般選抜において、大学入学

共通テストの「英語」での英語外部試験の利用

を認めています。


